
一
九
九
九
年
か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
、
北
イ
ン
ド
・
ウ
ッ
タ
ル
・

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
デ
ラ
ド
ゥ
ン
ｅ
①
言
四
ロ
ロ
ロ
）
か
ら
一
三
世
紀
か
ら
一
六

世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
サ
キ
ャ
派
の
伝
統
に
連
な
る
高
僧
の
全
集
が
出

版
さ
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
的
な
「
貝
葉
」
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、

文
字
は
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
に
あ
る
冒
目
目
昌
○
目
巴
、
巨
段
言
算

醇
。
且
①
曰
く
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
入
出
力
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
我
々
が
眼
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
貴
重

な
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
簡
単

に
紹
介
し
た
い
。

１
．
パ
ン
翻
訳
者
ロ
ド
ー
テ
ン
パ
ａ
忍
呂
一
○
厨
四
日
里
○
曾
○
切

耳
国
．
ｇ
】
誌
討
‐
菌
急
）
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
註
』

ｊ
研
究
ノ
ー
ト山

０
‐
は
じ
め
に

「
彼
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
代
、
彼
よ
り
気
概
の
高
い
学
者
は
だ
れ
も

近
年
出
版
さ
れ
た
、
サ
キ
ャ
派
関
係
の
文
献
紹
介

い
な
か
っ
た
」
と
、
ゴ
・
シ
ョ
ン
ヌ
ペ
ル
（
》
の
。
い
い
里
。
国
哩
旦
冒
一
》

届
麗
‐
匡
曽
）
が
そ
の
著
『
テ
プ
テ
ル
ゴ
ン
ポ
』
の
中
で
評
価
し
、
偉
大

な
翻
訳
校
訂
者
（
画
冒
呂
の
昌
閨
匡
○
計
の
倒
冨
ｇ
の
邑
冒
）
と
し
て
知
ら
れ

る
パ
ン
翻
訳
者
ロ
ド
ー
テ
ン
パ
は
、
私
と
同
郷
、
ス
ル
ッ
ォ
向
昌

易
。
）
の
ギ
ャ
ム
（
の
冨
日
）
出
身
で
あ
る
。
彼
の
伝
記
は
『
シ
ェ
ル
カ

②

ル
仏
教
史
』
お
よ
び
『
テ
プ
テ
ル
ゴ
ン
ポ
』
に
詳
し
い
。
今
回
そ
の
全
集

が
出
版
さ
れ
た
。

里
、
９
罵
凰
ミ
ミ
弓
雰
呉
畠
さ
長
‐
き
囚
。
‐
噂
ｇ
胃
§
も
画
〕
醗
辱
四

○
２
行
、
①
）
ロ
①
昏
国
己
屋
ロ
〕
芦
①
①
や

「
シ
ェ
ル
ヵ
ル
仏
教
史
」
に
よ
る
と
、
彼
は
『
カ
ー
ラ
チ
ャ
ク
｜
こ
や

『
詩
鏡
』
に
対
す
る
註
釈
、
。
呂
○
唄
鴨
匡
昌
鴨
四
』
ｇ
」
と
い
う
正
字

法
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
数
多
く
の
著
作
を
な
し
た
と
い
う
が
、
今
回
の

全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
だ
だ
一
つ
、
次
に
掲
げ
る
『
ア
ビ
ダ
ル
マ

集
論
』
に
対
す
る
註
釈
で
あ
る
。

ｇ
ｏ
吻
営
暮
智
蕎
曾
曾
琶
冒
営
冨
奪
ご
堕
画
＆
曾
吋
亀
貰
い
胃
ご
画

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
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頚
ミ
ご
鼠

彼
は
六
一
歳
の
時
、
ギ
ェ
ル
セ
ー
・
ト
ク
メ
ー
サ
ン
ポ
（
ら
冨
辰
日
の

目
言
鴨
日
巴
宮
口
品
冒
》
届
韻
‐
畠
＄
）
の
招
請
を
受
け
、
ポ
ト
ン
・
エ

ａ
ｏ
８
品
巴
の
座
主
と
な
っ
た
。
一
○
四
九
年
に
建
立
さ
れ
た
こ
の

古
刹
は
、
パ
ン
翻
訳
者
の
甥
の
甥
に
あ
た
り
、
チ
ベ
ッ
ト
で
最
も
多
く
の

著
作
を
な
し
た
チ
ョ
ク
レ
ー
ナ
ム
ギ
ェ
ル
Ｓ
ご
○
鴨
毎
ｍ
目
四
日
同
賜
巴
》

届
計
‐
履
臼
）
と
い
う
偉
大
な
学
者
が
、
後
、
そ
の
座
主
を
つ
と
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
』
研
究
の
伝
統
を
継
承
し
た
寺
院
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
テ
プ
テ
ル
ゴ
ン
ポ
』
の
ヨ
ァ
ビ
ダ
ル
マ
集
論
』
相

承
の
章
」
に

ブ
ム
タ
ク
ス
ム
パ
（
由
巨
目
冒
『
侭
鴨
巨
日
冒
）
の
本
山
ポ
ト
ン
に

住
ま
わ
れ
る
三
蔵
法
師
（
の
烏
‐
目
且
ゞ
烏
旨
‐
目
）
は
、
ほ
と
ん
ど
こ

の
法
（
Ⅱ
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
』
）
を
よ
く
な
さ
っ
た
。
ポ
ト
ン
・

エ
の
ラ
マ
相
承
に
つ
い
て
の
文
書
を
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
寺
に
は

教
証
と
理
証
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
律
、
声
明
、
詩
学
な
ど
の
広
大
な
功

徳
を
持
っ
て
い
る
者
が
数
多
く
現
れ
た
。
こ
の
寺
は
す
ば
ら
し
い
場

③

所
で
あ
る
。

と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
」
註
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
「
チ
ベ
ッ
ト

に
お
け
る
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
』
の
研
究
ｌ
パ
ン
・
ロ
ッ
ァ
ー
ワ
の

『
註
釈
』
を
中
心
に
し
て
ｌ
」
（
『
櫻
部
建
博
士
喜
寿
記
念
論
集
』
近
刊
）

に
す
で
に
く
わ
し
く
述
べ
た
。

２
．
レ
ン
ダ
ワ
・
シ
ョ
ン
ヌ
ロ
ド
ー
分
①
Ｑ
ョ
Ｑ
四
ｐ
ｍ
ｐ
Ｎ
ｇ
．
冒
亘
○

曾
○
⑱
．
あ
お
‐
云
両
）
「
中
論
註
」
、
コ
ノ
ラ
マ
ー
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
ッ
テ

ィ
カ
註
」
、
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
註
」

彼
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
師
で
あ
る
。
レ
ー
チ
ェ
ン
・
ク
ン
ガ
ギ
ェ
ン
ッ
ェ

ン
Ｐ
い
い
号
の
口
尿
匡
冒
括
四
〕
侭
冨
旨
目
切
言
ロ
）
の
「
カ
ダ
ム
明
灯
史
』
は

彼
の
弟
子
に
つ
い
て

最
高
の
学
習
者
と
な
っ
た
一
切
智
者
シ
ェ
ー
ラ
プ
ォ
ー
セ
ル

最
高
の
弟
子
と
な
っ
た
ロ
サ
ン
タ
ク
パ

最
高
の
実
践
者
と
な
っ
た
ク
ン
ガ
ー
ペ
ル
サ
ン
ボ

最
高
の
智
慧
者
と
な
っ
た
ニ
マ
ギ
ェ
ン
ッ
ェ
ン
と

最
高
の
慈
悲
者
と
な
っ
た
ペ
ン
ジ
ョ
ル
シ
ェ
ー
ラ
プ
と

最
高
の
説
法
者
と
な
っ
た
ソ
ナ
ム
シ
ェ
ー
ラ
プ
と

最
高
の
論
争
者
と
な
っ
た
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
④

彼
ら
が
経
義
に
広
く
通
じ
た
七
人
の
善
知
識
。

と
い
う
、
レ
ン
ダ
ワ
自
身
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
そ
こ
に
は
ロ
サ
ン
タ
ク

パ
す
な
わ
ち
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
な
ら
ん
で
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
弟
子
で
あ
る
タ

ル
マ
リ
ン
チ
エ
ン
（
Ｈ
ｏ
Ｋ
ｍ
胃
吾
号
己
貰
日
鼬
再
冒
呂
の
ロ
〕
届
段
‐
底
箇
）

の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
の
弟
子
で
あ
る
ケ
ー

ド
ゥ
プ
（
日
観
ぽ
い
四
号
月
の
］
①
鴨
号
巴
胃
凹
品
》
屋
謡
‐
匡
鵲
）
も
、

彼
か
ら
比
丘
戒
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
「
中
観
」
と
「
論
理
学
」
を
学
ん

⑤

で
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
そ
の
名
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く

ケ
ー
ド
ッ
プ
の
方
が
少
し
ば
か
り
若
く
、
か
つ
、
教
え
を
受
け
た
の
も
、

レ
ン
ダ
ワ
の
晩
年
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
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る
註
釈

今
回
彼
の
全
集
と
し
て
、
次
の
二
巻
が
出
版
さ
れ
た
。

里
、
。
昌
胃
ミ
ミ
ミ
雰
具
記
鼠
‐
菖
烏
ざ
園
聴
里
§
‐
巷
震
喜
’
四
ｇ

ヨ
ミ
ミ
弓
へ
‐
』
ゞ
の
四
戸
胃
四
○
２
房
、
①
》
ロ
の
冨
国
ロ
ロ
ロ
》
］
④
＠
ぬ

里
唖
○
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
誹
呉
記
鼠
‐
昌
島
湾
‐
言
蝿
Ｎ
言
冨
‐
言
置
専
‐
四
ｓ

二
頁
置
営
、
‐
国
ゞ
の
四
澪
〕
四
○
○
］
庁
、
の
）
ロ
①
旨
い
ロ
ロ
Ｐ
岩
④
①
Ｐ

彼
は
『
中
論
』
『
入
中
論
』
『
四
百
論
』
に
対
す
る
注
釈
を
著
し
た
と
さ

れ
る
。
う
ち
『
入
中
論
』
『
四
百
論
」
に
対
す
る
も
の
は
す
で
に
出
版
さ

⑥

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
『
中
論
』
に

対
す
る
も
の
は
、
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

今
回
出
版
さ
れ
た
全
集
の
ぐ
○
盲
目
の
切
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

烏
皆
営
口
司
曽
守
昌
吋
亀
曾
墓
員
曾
蔦
暮
自
侭
胃
．

で
あ
る
。

さ
て
次
に
、
ぐ
○
言
目
①
シ
に
収
録
さ
れ
て
い
る

目
言
ミ
ミ
ミ
ミ
曽
吋
亀
瞥
ざ
亀
ミ
ミ
ミ
畠
息
畠
謎
夏
さ

を
あ
げ
よ
う
。

ゲ
ル
ク
派
で
は
現
在
、
論
理
学
に
つ
い
て
は
、
夕
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
お

⑦

よ
び
ケ
ー
ド
ゥ
プ
の
著
作
を
重
視
し
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
実
は
、
こ

の
二
人
も
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
同
様
レ
ン
ダ
ワ
の
教
え
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
今
回
出
版
さ
れ
た
レ
ン
ダ
ワ
に
よ
る
こ
の
注
釈
は
、
現
在
主
流
と

な
っ
て
い
る
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
お
よ
び
ケ
ー
ド
ゥ
プ
の
も
の
の
源
泉
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
釈

の
流
れ
を
歴
史
的
に
跡
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
く
○
冒
日
の
、
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
」
に
対
す

ロ
ロ
量
、
口
碑
＆
目
ご
昌
噌
葛
、
邑
奮
韓
吾
吻
茸
農
、
ロ
韓
匂
ご
言
い
営
馬
領

鄙
乱
司
司
》
。
『
乱

Ｇ
い
る
画
自
営
○
言
ｃ
種
忌
、
琶
司
、
暮
陶
ご
負

を
あ
げ
よ
う
。
レ
ン
ダ
ワ
は
、
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
」
の
教
え
を
チ
ャ
ン

チ
ュ
プ
ッ
ェ
モ
か
ら
受
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
カ
ダ
ム
明
灯
史
」
に

そ
れ
か
ら
、
一
切
法
の
祖
母
で
あ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
蔵
を
聴
聞
し
よ

う
と
お
考
え
に
な
っ
て
、
大
翻
訳
者
チ
ャ
ン
チ
ュ
プ
ッ
ェ
モ
に
師
事

し
て
、
上
下
ア
ビ
ダ
ル
マ
（
Ｉ
上
ア
ビ
ダ
ル
マ
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
集

③

論
』
と
下
ア
ビ
ダ
ル
マ
『
倶
舎
論
』
）
を
何
度
も
聴
聞
な
さ
っ
た
。

と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ン
翻
訳
者
の
著
作
に
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
も
同
じ
く
『
カ
ダ
ム
明
灯
史
』
に

賢
者
自
在
者
パ
ン
翻
訳
者
の
善
説
な
ど
を
も
御
覧
に
な
っ
て
、
ア
サ

ン
ガ
御
兄
弟
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
御
理
解
さ
れ
、
上
下
ア
ビ
ダ
ル
マ

⑨

の
注
釈
を
要
約
と
と
も
に
お
造
り
に
な
っ
た
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
集
論
』
に
対
す
る
注
釈
と
し
て
は
、
ダ
ル
マ

⑩

リ
ン
チ
ェ
ン
の
も
の
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
、

先
述
の
パ
ン
翻
訳
者
に
よ
る
も
の
と
、
こ
の
レ
ン
ダ
ワ
に
よ
る
も
の
が
出

版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

パ
ン
翻
訳
者
↓
チ
ャ
ン
チ
ュ
プ
ッ
ェ
モ
↓
レ
ン
ダ
ワ
↓
タ
ル
マ
リ
ン

チ
ェ
ン

と
い
う
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
に
至
る
ま
で
の
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
『
ア

ビ
ダ
ル
マ
集
論
』
研
究
の
伝
統
を
、
思
想
的
に
跡
付
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
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ロ
ン
ト
ン
・
シ
エ
ー
チ
ャ
ク
ン
リ
ク
ョ
Ｏ
ｇ
Ｉ
輿
ｇ
望
臨
古
百
百
コ
，

『
画
》
菌
亀
‐
重
お
）
『
修
習
次
第
註
」

彼
は
、
東
チ
ベ
ッ
ト
・
ギ
ャ
ロ
ン
（
吊
冨
胃
○
侭
）
の
出
身
、
一
六
歳

の
時
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
行
き
、
サ
ン
プ
ネ
ゥ
ト
ク
（
傷
蝕
品
目
ロ

ロ
の
ゞ
匡
吾
品
）
寺
に
入
り
、
ロ
ド
ゥ
ワ
ン
チ
ュ
ク
負
○
侭
の
８
口
囚
○

四
○
ｍ
今
四
吊
冒
冒
巴
の
も
と
で
四
年
間
学
ぶ
。
二
二
歳
の
時
、

扉
冨
早
目
四
目
四
日
‐
再
鴇
切
（
量
決
択
）
に
対
す
る
注
釈
を
著
わ
し
た
。
こ

の
時
か
ら
講
説
を
始
め
て
、
死
ぬ
ま
で
各
地
を
巡
り
講
説
を
や
め
な
か
っ

た
と
い
う
。
そ
の
後
、
ヤ
ク
ト
ン
・
サ
ン
ギ
ェ
ー
ペ
ル
（
叩
国
侭
‐
の
８
口

静
品
の
‐
品
意
の
‐
号
巴
）
国
茂
‐
雇
辰
）
の
も
と
で
学
ぶ
。
一
四
三
六
年
、

ラ
サ
の
北
方
約
六
五
キ
ロ
に
あ
る
ペ
ン
ポ
（
弓
冨
口
も
ｏ
）
の
地
に
ナ
ー

ラ
ン
ダ
（
ｚ
堅
の
且
国
）
寺
を
建
立
。
彼
の
名
声
は
明
の
皇
帝
に
ま
で
と

ど
き
、
皇
帝
か
ら
数
多
く
の
贈
り
物
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
彼
の
伝
記
に

⑪

つ
い
て
は
、
胃
ぐ
丘
祠
言
。
厨
○
国
氏
に
よ
る
子
細
な
論
考
が
あ
る
。

彼
は
論
を
研
究
す
る
際
、
ど
ん
な
言
葉
の
意
味
も
自
分
の
心
で
詳
し
く

分
析
し
、
他
人
の
受
け
売
り
は
せ
ず
、
著
者
が
イ
ン
ド
人
で
あ
れ
チ
ベ
ッ

ト
人
で
あ
れ
、
そ
の
著
作
の
内
容
に
矛
盾
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
批
判
し
た

と
い
う
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
「
現
観
荘
厳
論
』
に
対
す
る
注
釈
『
金
霊

（
腸
の
『
冒
局
の
届
）
』
を
批
判
、
後
、
こ
れ
に
対
し
て
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ

⑫

ン
が
反
論
す
る
と
い
う
論
争
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

今
回
彼
の
全
集
と
し
て
以
下
の
二
巻
が
出
版
さ
れ
た
。

里
、
○
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
訂
呉
詞
。
畠
‐
§
言
い
ご
国
電
自
侭
ビ
ミ
‐
ミ
吻
言
薑

『
冨
忌
ミ
、
‐
』
》
の
四
戸
目
色
○
○
」
一
①
、
の
〕
ロ
の
声
門
四
口
口
ロ
）
胃
④
④
Ｐ

里
、
ｇ
罵
同
ミ
ミ
ミ
訂
具
辱
畠
‐
§
薑
、
ご
国
電
画
言
魑
ミ
‐
ミ
堕
言
言

尋
冒
営
蝿
‐
、
）
隙
ご
“
ｏ
呂
の
鴨
ら
の
胃
鼬
口
匡
員
ら
ｇ

こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
文
献
は
、
ぐ
○
盲
目
の
切
に
収
録
さ
れ
て
い
る

『
修
習
次
第
』
に
対
す
る
註
釈
で
あ
る
。

る
ミ
ミ
ミ
合
侭
、
己
吋
里
曾
御
国
琴
億
四
ミ
言
、
ご
亀
、
葛
碕
旨
暮

畠
。
量
ミ
ミ
言
、
‐
、
昌
吋
亀
曾
曽
員
ご
蔚
冒
恩
茂

る
。
ミ
嵐
ご
員
言
ミ
ミ
噂
、
巷
ミ
言
ご
苫
噌
侭
ミ
、

『
修
習
次
第
」
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
『
菩
提
道
次
第
広
論
（
層
日
寓
冒

呂
の
口
日
。
）
』
に
も
引
用
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た

諭
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
が
、
そ
れ
に
対
す
る
註
釈
書
の
存
在

を
、
私
は
寡
聞
に
し
て
聞
か
な
い
。
今
回
出
版
さ
れ
た
ロ
ン
ト
ン
の
も
の

が
、
お
そ
ら
く
唯
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
『
修
習
次
第
』
を
重
視
し

た
こ
と
は
、
ト
ゥ
カ
ン
の
『
宗
義
書
』
の
中
の
以
下
の
記
述
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

棚
勒
の
化
身
で
あ
り
、
シ
チ
ェ
派
の
教
え
と
一
修
習
次
第
』
を
特
に

尊
ば
れ
た
の
で
、
パ
ダ
ム
パ
（
勺
冨
１
哺
忌
）
と
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ

の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
ぐ
○
盲
目
の
、
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
散
集
（
甥
屋
晶

号
○
『
言
）
」
の
中
に
は
「
中
辺
分
別
論
の
修
習
次
第
』
『
経
荘
厳
論
の
修

習
次
第
」
と
い
う
ふ
う
に
、
「
修
習
次
第
」
の
名
を
付
け
た
文
献
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
い
か
に
『
修
習
次
第
』
を
重

視
し
て
い
た
の
か
が
理
解
で
き
よ
う
。
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マ
ン
ト
ー
・
ル
ー
ド
ゥ
プ
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
（
三
当
＠
芽
○
ｍ
五
匡
呂
『
号

固
百
ョ
蔚
弓
ゞ
読
困
１
己
全
集

マ
ン
ト
ー
ル
ー
ド
ゥ
プ
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
は
、
ラ
ト
ー
Ｐ
四
ｍ
８
ｅ
地
方

で
生
ま
れ
、
三
○
歳
の
時
に
は
チ
ョ
ー
コ
ル
リ
ン
（
。
ｇ
“
》
厚
○
月

怪
侭
）
の
、
三
三
歳
か
ら
五
一
歳
ま
で
ヤ
ガ
チ
ョ
ー
デ
イ
ン
Ｑ
凹
彊

ラ
マ
タ
ム
バ
・
ソ
ナ
ム
ギ
エ
ン
ッ
エ
ン
百
一
ｍ
ョ
ｍ
Ｑ
ｍ
ョ
冒
す
の
Ｏ
Ｑ

．
画
ョ
⑫
『
巳
里
ョ
厨
司
．
ゞ
誌
誌
‐
茜
制
）
一
プ
ラ
マ
ー
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
ッ
テ
ィ

カ
註
』

⑭

著
名
な
歴
史
書
『
王
統
明
示
鏡
（
『
身
匙
国
房
唄
四
号
呂
日
の
］
。
温
）
』

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
彼
は
、
パ
ン
翻
訳
者
お
よ
び
プ
ト
ン
（
国
口

吻
８
国
目
呂
の
ロ
唱
呂
〕
届
ｇ
‐
届
震
）
の
弟
子
で
あ
り
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
も

そ
の
教
え
を
受
け
た
と
い
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
今
回
彼
の
全
集
と
し
て

望
、
○
＆
§
ミ
ミ
ミ
雰
具
団
冒
‐
コ
ミ
島
営
も
邑
尉
鼠
冒
言
匂
侭
ゼ
ミ

昌
畔
墨
画
旨
ご
ミ
ミ
冨
、
ａ
弄
邑
》
の
回
穴
肖
四
○
昌
一
①
、
の
》
ロ
の
写
田
口
匡
冒
》
胃
①
④
Ｐ

一
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
彼
に
は
数
多
く
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
述
の
『
王
統
明
示

鏡
』
の
み
で
あ
っ
た
。
な
お
、
Ｆ
①
○
目
、
ａ
喜
一
ぐ
目
烏
ロ
悶
昌
君
氏
が

北
京
の
民
族
文
化
宮
所
蔵
の
全
集
に
つ
い
て
子
細
な
報
告
を
お
こ
な
っ
て

⑮

い
る
。
今
回
出
版
さ
れ
た
も
の
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は

白
ざ
員
営
倉
、
‐
高
白
琶
吋
、
置
罵
吋
赴
曾
衞
蕗
曾
『
ふ
碁
員
、
具
旨
貫
畠

、
ｐ

で
あ
る
。

呂
○
め
い
昌
侭
）
の
ロ
ボ
ン
（
巴
８
号
○
口
）
を
、
五
二
歳
の
時
に
は
一
王

ン
ョ
－
チ
ャ
シ
ョ
ン
（
日
ｚ
冨
邑
苫
Ｑ
ご
印
暢
ご
目
明
）
の
僧
院
長
を
つ

と
め
た
人
物
で
あ
り
、
と
く
に
シ
ア
ン
地
方
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。

彼
は
一
五
九
四
年
、
自
伝
（
胃
侭
廻
曽
§
愚
ミ
罫
ミ
冒
旨
房
ミ

冴
言
彊
溌
ヨ
ミ
ミ
司
冴
ご
遣
○
侭
守
昌
廻
Ｓ
弓
昌
ご
畠
曾
９
局
品
員
§
雷
電
時

》
曽
胃
奇
興
曾
銘
侭
一
§
ご
ミ
ミ
也
を
著
し
た
と
さ
れ
、
西
蔵
自
治
区
社

会
科
学
院
蔵
文
古
籍
出
版
社
編
の
「
仏
教
史
年
表
ｅ
昌
冒
、
営
侭
員

守
ミ
ミ
昔
ご
豊
津
侭
雰
Ｓ
葛
、
息
浄
ミ
『
仏
歴
年
鑑
及
五
明
論
略
述
』
西

蔵
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
ロ
〒
誤
こ
」
の
「
著
者
略
伝
（
易
○
冒

冒
君
》
こ
○
侭
旨
ｐ
ｍ
目
』
○
門
す
且
房
）
」
は
こ
れ
を
も
と
に
し
た
と
い
う
。

最
晩
年
の
活
動
お
よ
び
そ
の
没
年
は
不
明
で
あ
る
。

彼
の
全
集
と
し
て
今
回
は
、
以
下
の
四
巻
が
出
版
さ
れ
た
。

割
、
Ｑ
蚤
自
鼠
弓
胃
雰
ミ
ミ
ミ
叩
誉
め
国
忌
‐
侭
、
’
息
偲
曽
‐
営
ｇ
ｏ

ご
旦
雷
弓
尽
‐
』
．
の
四
丙
替
ｍ
Ｏ
ｇ
］
①
伽
の
）
ロ
の
冨
国
口
巨
ロ
．
］
④
①
Ｐ

製
、
ｏ
島
胃
討
乳
弓
弓
雰
ミ
ミ
ミ
叩
誉
吻
園
震
必
廻
息
碕
旨
‐
菖
暮
。

『
ミ
ミ
ョ
、
‐
国
）
の
ｍ
片
田
四
○
巳
］
①
、
の
》
ロ
の
言
四
口
ご
ロ
》
岸
④
④
Ｐ

望
、
ｏ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
計
ミ
ミ
ミ
叩
誉
』
雷
震
‐
侭
、
息
碕
旨
‐
曽
墨
。

尋
冒
弓
馬
‐
ｐ
の
異
国
四
○
○
］
］
招
少
ロ
の
言
．
の
ロ
巨
昌
）
ら
①
Ｐ

製
、
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
雷
ミ
ミ
ミ
叩
号
吻
国
早
磑
、
§
侭
曽
‐
ミ
碁
。

『
ミ
ミ
ミ
‐
ｐ
の
四
戸
望
四
○
○
］
］
侭
の
》
ロ
の
胃
四
口
匡
口
』
④
④
Ｐ

彼
の
著
作
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
先
述
の
「
仏
教
史
年
表
」
（
一
五
六

六
年
の
時
の
著
作
）
が
出
版
さ
れ
て
い
た
の
み
で
あ
る
が
、
今
回
の
出
版

に
よ
っ
て
彼
の
思
想
的
な
面
も
伺
い
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
、

彼
の
生
涯
を
知
る
上
で
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
自
伝
は
、
残
念
な
が
ら
収
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め
ら
れ
て
い
な
い
・

そ
の
他

そ
の
他
、
以
下
の
も
の
も
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
ガ

ワ
ン
チ
ョ
ー
タ
ク
皀
聰
呼
号
印
侭
呂
○
の
‐
四
侭
ｍ
〉
屈
忌
‐
扇
と
）
の
全

集
で
あ
ろ
う
。
彼
は
言
且
呂
の
邑
島
侭
唱
ず
の
両
国
日
」
と
い
う
書
を

⑯

著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

司
琴
や
。
旦
辱
Ｒ
ご
苫
与
『
。
『
群
。
、
罫
、
崔
君
肩
討
ミ
い
や
忌
登
や
、
口
吻
３
。
冒
昌

『
ミ
ミ
葛
輔
岸
の
ｍ
丙
昌
回
○
○
］
］
の
、
の
〕
ロ
の
ゴ
Ｈ
ｍ
ｐ
匡
己
）
胃
④
①
Ｐ

割
、
Ｏ
ｏ
等
ミ
ミ
ミ
ミ
誹
具
蒔
崖
胃
蔚
萬
幹
’
い
ざ
負
‐
冒
粋
ぎ
ぎ
田

三
頁
屋
営
、
い
の
四
穴
く
い
○
巳
毎
ｍ
の
》
ロ
の
昏
同
四
口
口
ロ
》
」
①
＠
ぬ

目
ざ
○
．
罵
豊
ｏ
琶
弓
弓
訂
ミ
罫
、
」
胃
詩
員
爵
‐
浄
旨
‐
旨
砕
き
冒
爵

ヨ
ミ
ミ
毬
、
い
の
四
穴
昌
四
○
ｇ
］
の
、
の
》
ロ
の
壷
Ｈ
ｍ
ｐ
巨
再
》
』
＠
の
Ｐ

自
苛
。
ｇ
奇
Ｒ
ご
琶
弓
弓
訂
。
、
罫
、
』
冨
凰
、
営
め
や
幕
ゼ
ロ
も
口
吻
ｓ
ｏ
昏
勘

『
冥
置
ミ
、
少
の
四
穴
く
い
○
巳
庁
伽
の
〕
ロ
①
ご
日
ロ
巨
口
）
房
④
④
Ｐ

製
、
○
畠
、
ミ
ミ
ミ
ミ
雷
ミ
ミ
丙
ど
き
‐
＆
§
馬
晶
‐
患
口
畠
３
．
臘
曽
頚

『
筥
忌
ミ
、
］
）
の
画
穴
く
い
○
巳
庁
伽
①
》
ロ
の
ご
【
四
口
岸
Ｐ
画
○
○
ロ

ョ
、
○
○
患
ミ
ミ
ミ
ミ
雰
具
ご
民
営
§
‐
３
§
得
畠
‐
浄
回
員
３
．
侭
曽
頚

気
ご
蚤
ご
扇
い
い
口
穴
く
四
○
巳
｝
①
、
の
）
ロ
の
ゴ
国
己
宮
口
》
四
○
つ
Ｐ

望
、
。
◎
鳶
ミ
ミ
ミ
ミ
訂
ミ
ミ
ご
罵
斡
‐
ｓ
§
冥
胃
叩
き
亀
員
３
９
噛
員
瞬

く
冨
漫
ご
冨
興
の
四
声
く
四
○
○
一
行
、
の
》
ロ
①
声
国
口
匡
Ｐ
画
Ｃ
Ｃ
Ｐ

望
、
○
．
痔
ミ
ミ
ミ
ミ
雰
旦
昌
軍
蔦
苧
＆
§
歸
侭
‐
忌
口
畠
ｓ
ｏ
い
い
目
甥

二
三
言
ミ
殉
跨
の
釦
穴
く
い
。
且
后
胆
の
》
ロ
の
写
Ｈ
ｍ
ｐ
匡
昌
〕
画
Ｃ
Ｏ
Ｐ

国
葬
、
記
。
ミ
く
ぎ
’
罵
吻
。
、
毎
言
い
胃
の
蔚
昌
目
両
嵐
忌
昌
い
く
ミ
ミ
苫
、
岸
の
凹
穴
ぐ
回

（
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
三
宅
伸
一
郎
氏
の
協
力
を
得
た
。
）

①
。
⑦
○
己
○
ｍ
画
弓
ロ
目
匡
§
巴
（
届
隠
‐
匡
曽
）
ゞ
。
ｇ
罫
、
ご
侭
昌
営
〕
陸
与
８
口

肖
画
』
国
ぬ
い
匹
己
の
印
〆
討
匡
ロ
舜
彦
四
口
、
》
胃
④
、
↑
＠
℃
の
画
昌
一
・
心
１
ｍ

②
三
ｍ
吊
島
画
品
吻
冨
巨
烏
目
晶
冒
目
豐
○
（
昂
ｓ
ｏ
・
）
》
悪
亀
烏
ミ
３
．
吻
〕
ご
ミ
侭

．
、
闇
昌
追
具
号
蕊
ご
富
、
○
割
吻
旦
〕
）
静
標
号
暮
画
員
即
言
。
吻
具
啓
置
蒼
蒼
胃

風
。
具
（
弓
Ｈ
四
国
陛
肖
５
目
色
ロ
口
司
四
○
巴
胃
昌
一
①
圃
日
〔
甘
口
Ｏ
｛
吾
①
弓
号
の
国
国
司
の
興
ず
と

勺
閉
回
国
、
塁
ご
凹
口
・
匡
口
目
』
函
昌
江
の
、
四
ａ
口
尉
ヨ
ゴ
の
侭
の
『
）
・
ぐ
の
」
即
釦
ユ
四
○
里
①
Ｈ
‐

吊
甘
宮
印
○
ず
の
ヨ
シ
〆
騨
」
日
日
①
。
①
胃
弓
防
い
の
自
切
ｏ
写
罠
訂
目
》
ご
霞
の
己
．
］
中
中
●
ロ
①
中
司
Ｐ

ｂ
８
罫
曾
胃
噌
葛
、
。
〕
口
や
い
？
①
巴
．

③
ｂ
、
胃
冒
‐
胃
噌
冨
営
も
．
侭
Ｅ
・
勗
‐
ら
．

④
耐
四
ｍ
・
胃
昌
【
自
国
１
恩
［
閏
巴
目
切
言
目
》
員
豆
恩
冒
冨
曾
》
‐
苫
ミ
ョ
冒
討
昔
引

、
画
守
訪
、
、
匙
自
営
町
３
２
嘩
堂
震
言
函
ぬ
い
ミ
》
口
碑
侭
訓
。
暮
昌
、
〕
弓
○
戸
目
○
・
劃
つ
い
、
｛
‐

四
目
』
ず
①
ｌ
幽
胃
画
弾
い
》
、
ご
望
ｍ
ｐ
ｍ
い
で
、
揖
昌
○
ず
○
ｍ
ｍ
冒
巨
吋
戸
匡
国
『
昌
〆
写
胃
の
ロ
、
岸
①
崗
曽
○
口

。
四
目
ｍ
Ｉ
ｍ
［
四
ｍ
穴
冒
』
門
口
○
ず
○
ｍ
髄
冒
匡
門
ゴ
』
○
ず
画
四
目
、
、
制
蝉
ぬ
い
で
色
》
胃
ユ
ロ
四
目
、
昌
冒
、
Ｈ
ど
の

｝
の
画
目
胃
○
医
○
ｍ
ｍ
昌
巨
司
穴
匡
冒
・
ぬ
画
〕
ユ
ロ
画
昌
ず
い
四
国
、
で
Ｏ
、
い
ず
①
め
崗
弾
ご
［
ご
○
壷
Ｏ
ｍ
ｍ
式
巨
吋

自
営
』
冒
国
四
吋
、
冒
四
』
【
ご
厨
ゴ
四
コ
』
四
口
ｍ
世
ウ
『
扇
の
旨
ユ
四
国
肖
邑
○
ず
○
ぬ
、
旦
匡
『
回
も
、
］
望
づ
く
○
門

め
ぼ
①
ｍ
Ｈ
陣
ご
Ｑ
四
目
、
、
．
○
ず
口
」
【
ロ
穴
営
四
ｍ
目
〕
○
ず
○
ｍ
ｍ
望
匡
【
ず
の
○
・
口
凹
肖
づ
め
い
ず
①
ｍ
Ｈ
ｍ
ご

白
煙
口
的
、
『
言
い
○
二
℃
四
汽
口
○
ず
○
ｍ
ぬ
く
匡
吋
ユ
四
【
口
冒
山
口
ロ
○
声
①
ご
《
①
、
、
い
ず
匡
口
、
一
巨
函
、

４

》
０
国
ご
凸
】
』

［
四
ヶ
）
ご
く
四
【
ご
め
い
戸
①
の
己
四
房
ロ
“
戸
①
い
、
冒
弐
①
ヨ
ロ
ロ
屋
コ
ヘ

」

脾

⑤
ご
烏
言
い
喝
§
夢
§
冨
目
さ
幕
営
§
も
ミ
ミ
ミ
冨
罫
ミ
蒼
琴
畠
曾
ご
蔵
尊
信
》

弓
○
戸
口
○
．
、
心
、
●
四
ケ
画
１
。

⑥
『
四
百
論
』
に
対
す
る
注
釈
毎
画
畠
。
言
冨
、
、
勇
号
ミ
ミ
ミ
ざ
。
目
ご
員
冒

○
○
］
房
、
の
〕
ｐ
の
ぎ
［
四
ロ
ー
』
ロ
〕
い
Ｃ
Ｃ
Ｐ

目
‐
涛
記
。
ｇ
尋
昌
鴎
具
罫
、
塑
●
詫
９
‐
ｍ
ミ
急
罵
言
ａ
酌
尋
冒
ご
馬
脚
の
異
冨

○
○
］
庁
叩
の
］
ロ
①
昏
閂
四
口
ロ
ロ
）
画
Ｃ
○
（
）
．

70



罵
置
零
廻
国
、
３
吋
雨
ざ
ミ
忌
碕
号
冨
賜
ミ
言
。
。
ミ
ミ
ミ
ｓ
こ
き
』
ご
亀
冬
ご
爵

園
ｇ
『
‐
言
菖
ミ
ミ
国
、
穂
吃
』
Ｓ
言
》
昌
罵
迂
雪
堕
国
、
具
吋
亀
、
具
留
日
煙
ｇ
》

段
ご
幽
陣
且
①
目
扇
．
ご
巳
○
口
ゞ
乙
冒
．
『
入
中
論
』
に
対
す
る
注
釈
ｂ
言
ご
ミ
奇

坤
■

貰
い
、
昌
蒼
画
営
雰
琴
員
冬
謹
。
）
ミ
ョ
頁
頓
艮
言
評
四
ｓ
ミ
ミ
．
．
国
鳥
§
、
鼠
８
量
‐

営
、
琶
冒
、
ゼ
ミ
再
罫
、
』
畠
、
凰
寄
童
画
ご
昌
詐
画
ご
ミ
ミ
ー
画
〕
（
ロ
で
昌
匡
卸
邑
の
四
ｍ
宏
〕
四
ｍ
切
巨
目
Ｈ
四
ケ

の
①
ロ
①
⑭
〕
ぐ
、
二
ｚ
盟
言
煙
畠
弓
○
謁
皇
》
己
①
旨
・
届
置
．
お
よ
び
口
言
弓
冒
冒
ご
函

、
畠
ミ
亀
ご
忌
暮
員
鳥
琴
。
己
国
旨
頁
噌
画
こ
き
吻
四
‐
ｏ
葛
『
ミ
画
８
》
ミ
ミ
ミ
ロ
こ
§
罫
、

ミ
ミ
ご
ミ
ミ
ざ
ご
ミ
ミ
ロ
ミ
。
＆
ミ
ミ
迂
昌
．
．
、
忌
耳
員
や
。
慧
口
、
嵐
ミ
や
。
量
罫
妃
、
号
‐

く

も

圏
蒋
ｂ
習
斡
‐
＆
§
専
ら
酵
母
爵
ご
自
尊
屋
号
圏
勗
冒
§
再
》
の
異
冨
望
巨
①
具
の
）
ご
ロ
‐

５
口
》
の
四
目
画
昏
》
く
四
国
国
色
色
》
ロ
・
勺
．
一
己
、
い

⑦
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
著
園
言
号
ミ
ミ
ミ
邑
吋
、
狩
萱
暮
狩
、
き
『
冒
息
ａ

き
い
営
守
善
良
罫
ミ
胃
蒼
、
ご
鷺
〔
淫
負
ご
昌
晶
旨
、
甥
艮
言
↓
‐
ご
鼠
曾
》
目
呂
．
ロ
○
．

鼠
呂
ケ
ー
ド
ゥ
プ
著
司
（
管
こ
昌
胃
§
§
い
き
員
蒼
負
一
‐
冨
ミ
暮
吋
、
億
旨

碕
ゼ
ロ
ｓ
、
『
雰
琴
国
匙
、
自
営
、
崎
、
口
韓
偲
ご
画
量
冴
琴
。
〕
弓
○
戸
口
○
・
ｍ
ｍ
Ｃ
口

⑧
罠
、
恩
冒
吟
曾
ミ
ミ
息
ミ
罫
ミ
‐
曾
詳
負
』
四
営
菖
３
．
駒
ご
冨
畠
瞬
凰
愚
艮

必
四
、
○
墓
苓
尽
〕
｛
．
四
○
の
ず
い
．

⑨
号
匙
・
烏
函
ｇ
亘
．

⑩
ｇ
ｏ
睦
員
噌
菖
曾
言
ミ
亀
忌
§
§
『
幕
国
》
弓
呂
．
曰
ｐ
豊
閉

⑪
ロ
“
く
己
両
］
四
。
厨
○
三
の
ｅ
〉
罰
侭
‐
い
§
・
蔓
号
、
且
忌
号
ミ
ミ
ミ
圏
、
更
。
陸
。
‐

、
ご
具
号
崖
罫
§
ご
員
旨
奇
ご
尋
ミ
ロ
．
．
囲
い
智
胃
。
蒼
営
、
ミ
国
邑
§
函
画
き
言
尋
昌

等
言
§
‐
罫
園
》
』
珂
耳
陶
曽
爵
罰
ｇ
、
。
§
昌
冒
旦
暮
、
回
ｓ
罵
怠
丙
冒
圃
冒
囚
。
鼎
‐

営
曽
阿
島
§
ゞ
、
。
『
嵩
§
厚
き
号
胃
、
、
鴎
曾
ご
鼠
営
詩
国
富
印
種
馬
田
亭

、
畠
ご
》
ｚ
の
ミ
ロ
①
一
臣
．
ｚ
四
ｍ
卸
薗
田
屋
ロ
い
き
○
ｇ
ｏ
》
患
と
○
さ
》
胃
や
“
い

⑫
兵
藤
一
夫
『
般
若
経
釈
現
観
荘
厳
論
の
研
究
」
文
栄
堂
、
二
○
○
○
年
、
己
．

画
昌
．
◇

⑬
艮
匡
・
匡
房
葛
自
国
。
ｇ
煙
侭
。
旨
い
汽
冨
冒
冒
目
（
弓
亀
‐
勗
呂
）
》
里
震
ぜ

ふ
罪
昌
恩
謹
的
副
屋
寺
営
罫
、
《
犀
四
口
切
匡
》
匡
討
己
『
繭
、
』
も
の
の
斥
罠
匡
口
犀
写
“
ロ
酌
』
の
、
空
ロ
］
“
割

］
．
↑
１
句

⑭
民
族
出
版
社
（
巨
冒
橘
“
号
の
、
盲
目
匡
四
侭
北
京
、
一
九
八
一
年
）
他
、

数
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
国
．

胃
【
匡
目
①
厨
。
ぐ
（
の
ｅ
ゞ
、
尋
ミ
‐
愚
雰
贈
昌
寺
昌
曽
さ
侭
Ｑ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ

記
ミ
ミ
の
§
、
旦
品
§
〕
国
．
］
．
即
筐
》
Ｆ
①
丘
の
Ｐ
己
麗
．
が
あ
る
。
ま
た
、
子
細
な

注
釈
を
付
け
た
全
英
訳
と
し
て
、
勺
関
普
昂
厨
９
．
ヨ
ミ
§
、
愚
曽
包
閏
吻
‐

寺
Ｂ
四
号
迂
．
、
園
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
昌
旨
昌
畠
詩
淘
ミ
ミ
の
§
ミ
。
璽
閣
．
．
』
言

』
葛
ミ
ミ
ミ
甲
§
昏
昏
再
旦
暮
や
ご
く
罫
。
§
鷺
ご
園
胃
§
ｇ
、
§
ミ
内
、
’
（
響
旦
‐

冒
雰
甥
昌
，
冒
翫
弓
馬
‐
ざ
謹
伽
（
津
曾
貫
厨
○
ず
の
司
○
愚
ら
ぼ
ロ
ロ
、
の
冒
切
の
Ｈ
耐
い
》
国
四
目
匹
届
望
》

出
口
【
国
の
○
昌
冒
く
の
【
ぽ
い
言
耐
切
言
号
己
》
岳
④
祭
が
あ
る
。

⑮
Ｆ
ｏ
目
己
君
．
］
．
く
自
号
『
尻
目
弓
》
《
弓
○
号
の
ロ
号
帰
邑
日
昌
昌
扁
冨
邑

○
巳
冒
【
昌
国
厨
８
門
く
口
房
弓
彦
①
○
曾
乏
昂
○
帛
国
医
冒
四
口
日
ロ
己
四
ｍ
ｍ
○
回
目
目
ロ
の

腸

侭
琶
巴
【
具
呂
四
口
（
国
届
‐
国
司
巴
》
》
》
、
、
塾
営
、
冒
号
量
廻
胃
訂
匂
忌
竪
習
》
、
“
口
座
式

岸
＠
℃
い
》
で
、
旨
○
や
ｌ
］
娼
司
．

⑯
．
、
蔓
３
§
今
侭
廻
詳
穂
§
善
》
冒
口
“
煙
侭
目
謁
量
四
且
巨
四
己
冒
昌
》

司
匡
日
も
面
匡
】
］
①
『
ぬ

局1
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